
意見書（要旨） 議会では９月定例会で、次の意見書を可決し、
直ちに関係機関に提出しました。

※�要旨のみ掲載していますので、詳細は市ホームページでご確認いただくか、
議会事務局までお問い合わせください。

� ☎046（252）8872

２０２３年度政府予算編成において、教育の機会均等と水準の維持・
向上並びに行き届いた教育を実現するため、国に対して次の事項を
求める。
１ �　教育の機会均等、水準の維持・向上、無償制の維持に不可欠な
義務教育費国庫負担制度を存続・拡充させること。また、学校事
務職員・学校栄養職員をその対象から外さないこと。さらに、義
務教育教科書無償給与制度を継続すること。
２ �　行き届いた教育を実現するために、小学校の３５人以下学級を計
画的に進め、中学校での３５人以下学級を早急に策定すること。ま
た、３０人以下学級の実現に向けて検討すること。
３ �　学校の働き方改革・長時間労働の是正を実現し、教職員が子ど
もと向き合う時間を確保するために、加配の配置増など教職員定
数改善を推進すること。また、スクール・サポート・スタッフ、
介助員等の専門スタッフ職の拡充、教育環境を整備するための予
算を確保・拡充すること。
４ �　子どもたちの心に寄り添うための、スクールカウンセラー、ス
クールソーシャルワーカーの拡充を行うこと。

【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

義務教育に係る国による義務教育財源の保障、
教育の機会均等と水準の維持・向上並びに
行き届いた教育の実現を求める意見書

国に対し、以下の事項を求める。
1 �　河川及び地下水の有機フッ素化合物汚染の原因を究明し、適切
な対策を講じること。
2 �　現在、水質汚濁防止法の要監視項目、水道法の水質管理目標設
定項目となっているPFOS、PFOAについて、それぞれ環境基準及
び水質基準を設定し、規制項目とすること。
3 �　地方公共団体が行う有機フッ素化合物調査及び対策に係る経費
について、財政的措置を講じること。
4 �　米軍基地キャンプ座間における有機フッ素化合物を含む泡消火
剤について、過去の使用状況（訓練の頻度及び排水処理方法等）
を公表すること。

【提出先】�内閣総理大臣、総務大臣、外務大臣、厚生労働大臣、環境
大臣、防衛大臣

有機フッ素化合物汚染に関する意見書

政府に対し、地方における女性デジタル人材育成の強力な推進を
図るため、次の事項を実施するよう強く求める。
1 �　現時点では取組事例が全国的に極めて少ない中で、本プランの
実施、遂行において、自治体規模に合わせた取組やすい参考事例
を国として積極的に発信すること。
2 �　テレワークによるデジタル分野の就労は離れた地域でも可能で
あることから、テレワーク可能な企業のあっせん、紹介について
は全国規模で行えるよう、プラットフォームを形成すること。
3 �　全国どこに住んでいても、また、育児や介護など時間的な制約
があっても、デジタルスキルを習得してテレワークを活用しなが
ら就労ができ、サポートを受けながらOJT等による実践的な経験
を積むことができる機会を提供すること。
4 �　テレワークの定着、促進に向けての全国的な導入支援体制をい
ち早く整備すること。
5　本プランの着実な遂行のための十分な予算を確保すること。
【提出先】�内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、デジ

タル大臣、内閣府特命担当大臣（少子化対策、男女共同参
画）、デジタル田園都市国家構想担当大臣

女性デジタル人材育成を強力に推進するための
支援を求める意見書

国会及び政府に対し、男女格差をなくし、全ての人の人権が尊重
される社会をつくるため、一刻も早く選択議定書を批准するよう強
く求めるものである。
【提出先】�内閣総理大臣、総務大臣、外務大臣、内閣官房長官、内閣府

特命担当大臣（男女共同参画）、衆議院議長、参議院議長

女性差別撤廃条約選択議定書の批准を
早急に求める意見書
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防
車
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い
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新
車
両

１
台
を
配
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し
て
お
り
、
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宅
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狭
隘
箇
所
が
非

常
に
多
く
、
そ
の
よ
う
な
中
で
災

害
時
に
は
機
動
力
の
ほ
か
、
積
載

容
量
も
確
保
で
き
る
た
め
、
効
果

的
に
活
用
で
き
て
い
ま
す
。
特
に

風
水
害
時
は
、
広
報
活
動
や
情
報

収
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す
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康
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管
事
項
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小

児
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に
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い
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総

括
質
疑
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、
平
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28
年
４
月
か
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令
和
２
年
２
月
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定
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間
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あ
っ
た
と
判
明
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市
外
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検
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。
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す
る
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あ
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あ
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あ
り
、
そ
の
中
で
算

定
誤
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た
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め
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等
の
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和
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す
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と
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い
る

が
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
見
解
を
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う
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質
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要
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は
、

コ
ン
ビ
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付
で
取
得
す
る
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が
増
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
窓
口

交
付
が
減
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付

が
増
え
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
単

価
が
下
が
っ
て
い
ま
す
」
と
の
答

弁
が
あ
り
、
さ
ら
に
「
そ
の
要
因

と
し
て
、
自
動
交
付
機
が
廃
止
と

な
り
、
窓
口
に
並
ぶ
の
が
難
し
い

と
い
う
こ
と
で
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い

か
」
と
の
質
疑
に
「
自
動
交
付
機

は
平
成
30
年
１
月
に
廃
止
し
て
い

ま
す
が
、
以
降
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付

の
枚
数
は
徐
々
に
伸
び
て
お
り
、

全
国
的
に
も
普
及
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が

伸
び
て
い
け
ば
よ
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認

定
し
ま
し
た
。
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多
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ま
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都
市
環
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▽
議
案
第
48
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は
、
全
員
賛
成
で

原
案
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と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
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、
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否
同
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に

つ
き
、
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員
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で
採
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と
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ま
し
た
。

▽
陳
情
第
33
号
は
賛
成
者
な
く
不

採
択
と
し
ま
し
た
。

令和4年（2022年）11月15日 第202号（7）


